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74. 井上雄一 ： 多様な睡眠障害の実態と対応 在宅療養に関する医療研修会 2010.11.16 

75. 井上雄一 ： うつと不眠の関係 新宿「うつと睡眠」懇話会 2010.11.17 

76. 井上雄一 ： 生体リズムを視野に入れた不眠治療ストラテジー 富士北麓地区循環器呼吸器疾患研究会 2010.11.24 

77. 井上雄一 ： 不眠とうつについて 自殺予防対策研究会 2010.12.02 

78. 井上雄一 ： レストレスレッグス症候群の臨床 第 2 回 Movement Disorder Society in Niigata 2010.12.09 

79. 井上雄一 ： 不眠治療のストラテジー 第 10 回目黒マルチケアカンファレンス 2010.12.15 

80. 井上雄一 ： 生活習慣病を視野に入れた不眠治療ストラテジー 第 357 回倉敷医師会学術講演会 2010.12.21 

81. 井上雄一 ： 睡眠と精神健康 東京医科大学健康講座 2011.02.22 

82. 井上雄一 ： レストレスレッグス症候群の臨床 第 5 回群馬パーキンソン病 Expert Meeting 2011.03.04 

83. 井上雄一 ： 生活習慣病・うつと睡眠障害に関する予防と対処法 ｢生活習慣病・うつと睡眠障害に関する予防と対処法｣講演会 2011.03.05 



84. 井上雄一 ： 睡眠時無呼吸症候群の課題と展望 第 8 回北海道｢睡眠時無呼吸症候群｣セミナー 2011.03.12 

85. 井上雄一 ： 老年期の睡眠問題 高齢者と不眠について考える 2011.03.22 

86. 井上雄一 ： 不眠治療のストラテジー 不眠症セミナー 2011.04.06 

87. 井上雄一 ： 不眠症の治療ー時間生物学的側面に注目してー 不眠症治療セミナー 2011.04.07 

88. 井上雄一 ： 不眠治療のストラテジー〜メラトニンアゴニストの適応と使い方をめぐって〜 第 751 回松本市医師会生涯教育講座 2011.04.14 

89. 井上雄一 ： 不眠治療におけるラメルテオンの位置付けと可能性 ロゼレム錠発売記念全国 TV／PC 講演会 2011.05.17 

90. 井上雄一 ： 生活習慣病を視野に入れた不眠治療ストラテジー ロゼレム発売一周年記念講演会 2011.06.15 

91. 井上雄一 ： 不眠治療のストラテジー 不眠症セミナー 2011.07.22 

92. 井上雄一 ： 生活習慣病を視野に入れた不眠治療ストラテジー ロゼレム錠発売 1 周年記念講演会 2011.08.25 

93. 井上雄一 ： 不眠症の治療ー時間生物学的側面に注目してー 不眠症治療セミナーホテル 2011.09.29 

94. 井上雄一 ： 働く世代の睡眠障害 第 5 回新宿区医師会メンタルヘルス連絡会 2011.10.06 

95. 井上雄一 ： 老年期の睡眠問題高齢者と不眠について考える 2011.11.15 

96. 井上雄一 ： パーキンソン病に伴う睡眠障害 第 5 回 Tokyo Neuron Club 2011.11.22 

97. 井上雄一 ： 薬剤抵抗性不眠を考える 第 2 回 Intensive sleep seminarー睡眠と睡眠薬にうちて考えるー 2011.11.25 

98. 井上雄一 ： 気をつけたい睡眠の病気 やまと市民大学大和市生涯学習センター 2011.11.26 

99. 井上雄一 ： 不眠治療のストラテジー 第 3 回睡眠障害学術セミナー2011.12.01 

100. 井上雄一 ： 脳と睡眠 脳と意識、神経科学、脳と心、分科会合同シンポジウム 2011.12.10 

 

《座長》 

1. 一般演題 5 座長：井上雄一 第 4 回関東睡眠懇話会 2009.01.25 

2. Vitiello V M : Growing old should not mean sleeping poorly Chair: Inoue Y Meet The Sleep Specialist in Tokyo 2009.03.11 

3. パニック障害の生理学・脳画像（その 1） 座長：井上雄一 第１回日本不安障害学会創立記念総会および学術大会 2009.03.28 

4. VanCauter E : Sleep loss as a risk factor for obesity & diabetes. 座長：井上雄一生活習慣病と不眠症セミナー 2009.06.05 

5. Walker MP, Zee.PC 座長：井上雄一 マイスリーセミナー 2009.07.04 

6. Zucconi M : Current issues on REM sleep behavior disorder (RBD). Chair: Inoue Y The 6th Congress of Asian Sleep Research Society. 2009.10.24 

7. 塩見利明，清水徹男，内山 真，田ケ谷浩邦，神林 崇，井上雄一，山城義広 ： ナルコレプシーの診断と治療ガイドライン（日本睡眠学会編） 座長：塩見利明、井上雄一 日本睡眠学会

第 34 回定期学術集会 2009.10.24 

8. Claudio L : ヨーロッパにおけるナルコレプシー診断・治療のガイドラインと最新研究 update 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 34 回定期学術集会 2009.10.24 

9. Clete AK : 米国におけるナルコレプシー診断・治療のガイドラインと最新研究 update 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 34 回定期学術集会 2009.10.25 

10. 不眠の病態生理 座長：井上雄一 第 39 回日本臨床神経生理学会学術大会，第 46 回日本臨床神経生理学会技術講演会 2009.11.18 

11. 阿部高志，浅岡章一，駒田陽子，松橋亜矢，野々村智英，笹井妙子，碓氷 章，植野彰規，井上雄一 ： 行動的覚醒維持検査中の瞬目指標に及ぼす部分断眠の影響 座長：井上雄

一 第 39 回日本臨床神経生理学会学術大会 2009.11.18 

12. 浅岡章一，井上雄一，福田一彦 ： 深夜帯の仮眠後における睡眠慣性がエラー反応後の認知的処理に与える影響 座長：井上雄一 第 39 回日本臨床神経生理学会学術大会 

2009.11.18 

13. 一般演題 4 座長：井上雄一 第 5 回関東睡眠懇話会 2010.02.27 



14. 睡眠時無呼吸症候群と類縁疾患の医療連携ガイドライン 座長：井上雄一 第 50 回日本呼吸器学会学術講演会 2010.04.24 

15. Current status and future perspective of sleep medicine 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

16. OSAS は進行・悪化してゆく病気か？ 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

17. REM 睡眠行動障害の病態生理 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

18. 小児の睡眠習慣を考える 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

19. 心理臨床と睡眠マネージメント 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

20. Socioeconomic impact of hypersomnia and its treatment strategies 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

21. RLS 治療のアラカルト 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会 2010.07.01 

22. 古和久幸 ＲＬＳ 座長：井上雄一 Movement Disorder Society, Japan (MDSJ)第 4 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス 2010.10.07 

23. 各診療領域における睡眠呼吸障害の治療の実態と展望 座長：井上雄一 第 11 回臨床 CPAP 研究会 2010.12.04 

24. 清水徹男 ： 睡眠時無呼吸と精神疾患、特にうつ病との関係 座長：井上雄一 第 46 回睡眠呼吸障害研究会 2011.02.19 

25. 臨床睡眠若手研究者助成制度研究成果報告 司会：井上雄一 日本睡眠学会第 36 回定期学術集会 2011.10.15 

26. 医療現場における認知行動療法の実際 座長：井上雄一 日本睡眠学会第 36 回定期学術集会 2011.10.15 

27. 睡眠 第 27 回日本ストレス学会学術総会 座長：井上雄一 2011.11.18 

28. Benca RM : Insomnia and mood disorder 不眠研究会第 27 回研究発表会 座長：井上雄一 2011.12.03 

 

《報告書》 

1. 井上雄一 ： パニック障害と閉塞性睡眠時無呼吸症候群合併例における鼻腔持続陽圧呼吸療法のパニック症状に対する効果 厚生科学研究費補助金（こころの健康科学事業）分担研

究報告書．平成 20 年度総括・分担研究報告書 pp81-7 2009.03 

2. 協力者：井上雄一 ： 平成２０年度国内基盤技術調査報告書 ?睡眠障害に関する医療ニーズの調査ー 2009.03.30 

3. 井上雄一，作田慶輔，駒田陽子，岡島 義，中村真樹 ： 周期性四肢運動障害における周期性運動指数の基準は妥当か 平成２１年度厚生労働省精神・神経疾患研究委託費 精神疾

患関連研究班プログラム集 2009.11.30 

4. 井上雄一，野村哲志，宮本智之 ： αシヌクレイオパチーにおける、REM 睡眠行動障害診断上の問題点について 厚生労働省精神・神経疾患研究委託費 レビー小体病関連疾患の診

断・治療法の開発に関する研究 2009.12.05 

5. 井上雄一，岡島 義、駒田陽子、野村哲志、中島健二 ： うつに対する不眠のリスク：わが国の一般住民を対象といた縦断的疫学調査 厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学

事業） 精神疾患に合併する睡眠障害の診断・治療の実態把握と睡眠医療の適正化に関する研究 平成２１年度 総括・分担研究報告書 pp139-55 2010.03.01 

6. 井上雄一，駒田陽子、杉浦建生、難波一義、中村真樹、小林美奈、對木 悟、岡島 義 ： 不安障害・うつ病態における睡眠マネージメントの意義について 厚生労働科学研究費補助金 

こころの健康科学研究事業 精神疾患に合併する睡眠障害の診断・治療の実態把握と睡眠医療の適正化に関する研究 平成１９ー２１年度総合研究報告書 pp157-96 2010.03.01 

7. 井上雄一，對木 悟，駒田陽子 ： 自覚・他覚的眠気を指標とした、睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング 平成２２年度精神・神経疾患研究開発費 精神疾患関連研究班プログラム集 

pp8-9 2010.12.01 

8. 井上雄一 ： パニック障害と閉塞性睡眠時無呼吸症候群合併例における鼻腔持続陽圧呼吸療法のパニック症状に対する効果 平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 肥満残存高血圧合併睡眠時無呼吸患者に対する防風通聖散及び大柴胡湯の治療効果の比較と病態生理の解明 pp63-77 2011.03.01 

9. 井上雄一，笹井妙子，駒田陽子，野村哲志 ： 不眠・睡眠薬使用の QOL に及ぼす影響 平成 22 年度総括・分担研究報告書 厚生労働科学研究費補助金障害者対策総合研究事業 睡

眠障害患者の QOL を改善するための科学的根拠に基づいた診断治療技術の開発 pp25-31 2011.03.01 



10. 井上雄一，浅岡章一，對木 悟，駒田陽子 ： 自覚・他覚的眠気を指標とした、睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング 厚生労働省精神・神経疾患研究委託費 20 委-4 睡眠医療における

医療機関連携ガイドラインの有効性検証に関する研究 pp55-9 2011.03.01 

11. 井上雄一，宗澤岳史，駒田陽子 ： 日本語版不眠重症度評価表 (insomnia severity index) の有用性と妥当性に関する研究 厚生労働科学研究費補助金（医薬品医療機器等レギュラー

サイエンス研究事業）睡眠障害治療薬の臨床試験及び評価方法のあり方に関する研究 平成 22 年度総括・分担研究報告書 pp39-48 2011.03.01 

 

《その他学術刊行物》 

1. 井上雄一 ： 特集 睡眠検査精度の向上のために 特集にあたって  睡眠医療 3(1):7 2009.01.01 

2. 井上雄一，安藤真一，鈴木雅明，中山英章 ： （座談会）  Complex SAS の現状と将来展望 睡眠医療 3(1):133-140 2009.01.15 

3. 井上雄一 ： 思春期の睡眠問題と対応について  声 東京都立高等学校保健研究会 111-135 2009.02.01 

4. 井上雄一，David B，平田幸一，内山 真 ： （座談会）レストレスレッグス症候群（むずむず脚症候群）の原因と治療 日本医師会雑誌 138(5) - 2009.08.01 

5. 井上雄一，Montplaisir J，内山 真，平田幸一 ： （座談会）レストレスレッグス症候群（むずむず脚症候群）の診断と治療 日本医師会雑誌 138（6） - 2009.09.01 

6. 井上雄一，Hening W，清水徹男 ： （座談会）レストレスレッグス症候群（むずむず脚症候群）疫学，生理学と治療 138(7) - 2009.10.01 

7. 井上雄一，David P W，山城義広，大川匡子 ： （座談会） 睡眠医学の新たな展開に向けてー日米の臨床・教育・研究を考えるー 睡眠医療 3(4):569-578 2009.12.31 

8. 平田幸一，長谷川一子，渡邊雅彦，Trenkwaider C ： （座談会）レストレスレッグス症候群（むずむず脚症候群）の識別診断と治療 日本医師会雑誌 監修：井上雄一 138（11） - 

2010.02.01 

9. 井上雄一，野村哲志，Zucconi M，岡 靖哲 ： （座談会） レストレスレッグス症候群（むずむず脚症候群）の識別診断と治療 日本医師会雑誌 監修：井上雄一 138（12） - 2010.03.01 

10. 井上雄一 ： 巻頭言 特集レストレスレッグス症候群 睡眠医療 4(1):7 2010.03.19 

11. 井上雄一 ：  （対談） レストレスレッグス症候群（むずむず足症候群）の診断・治療と薬剤日本医師会雑誌 139(1) - 2010.04.01 

12. 井上雄一 ：  巻頭言 メラトニン受容体アゴニストの登場と新たな不眠治療への期待 睡眠医療 4(増):125-6 2010.06.30 

13. 井上雄一，池上あずさ， 塩見利明，井藤英喜  ： (座談会) 知っておきたい高齢者の睡眠医療 Geriatric Medicine 老年医学 48(6):819-30 2010.06.01 

14. 井上雄一，内村直尚， 清水徹男 ：(座談会) 不眠症の適切な診断・治療に向けて 内科 106(2): - 2010.08.01 

15. 清水徹男，井上雄一，内山 真，塩見利明  ： (座談会) ナルコレプシーの診断・治療ガイドライン公開(http://www.jssr.jp)によせて 睡眠医療 4(2):311-8 2010.09.10 

16. 井上雄一，千葉伸太郎，對木 悟，外木守雄，中田誠一 ： （座談会） Post CPAP 治療を見すえて 睡眠医療 4(3):419-30 2010.10.31 

 

《競争的資金・助成金採択状況》 

1. 井上雄一 (分担研究者)： 睡眠医療における医療機関連携ガイドラインの有効性検証に関する研究. （主任研究者: 清水徹男）厚生労働省 精神・神経疾患研究開発費, 平成 19-22 年度 

2. 井上雄一 (分担研究者)： レビー小体病関連疾患の診断・治療法の開発に関する研究. （主任研究者: 村田美穂）厚生労働省 精神・神経疾患研究開発費, 平成 21-23 年度 

3. 井上雄一 (分担研究者)： 睡眠障害患者の QOL を改善するための科学的根拠に基づいた診断治療技術の開発 （主任研究者: 三島和夫）厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合

研究事業, 平成 22-24 年 

4. 井上雄一 (分担研究者)： 睡眠障害治療薬の臨床試験及び評価のあり方に関する研究 (主任研究者: 三島和夫) 厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエ

ンス総合研究事業, 平成 22 年 

5. 井上雄一 (分担研究者)： 肥満残存高血圧合併睡眠時無呼吸患者に対する防風通聖散及び大柴胡湯の治療効果の比較と病態生理の解明 （研究代表者: 陳 和夫）厚生労働科学研究

費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病総合研究事業, 平成 22-24 年 



6. 井上雄一 (研究代表者)： 科学研究費補助金 基盤研究（C） 眠気による交通事故の発生要因と対策に関する系統的研究, 平成 22-24 年 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   駒 田 陽 子 

《学術論文》 

1. Komada Y, Asaoka S, Abe T, Matsuura N, Kagimura T, Shirakawa S, Inoue Y Relationship between napping pattern and nocturnal sleep among Japanese nursery school children. Sleep Med. 

(in press) 
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45. 碓氷章, 北島みよ子, 駒田陽子, 林田健一, 海老澤尚, 松浦雅人, 井上雄一 不眠症患者と健康者における活動量測定−不眠症の客観的指標となるか 日本睡眠学会第 33 回定期学術

集会, 2008/6/25-26, 福島 

46. 杉浦建生, 駒田陽子, 難波一義, 尾崎紀夫, 井上雄一 睡眠時パニックの臨床的特徴に関する検討 日本睡眠学会第 33 回定期学術集会, 2008/6/25-26, 福島 

47. 廣瀬一浩, 駒田陽子, 富山三雄, 白川修一郎 妊婦における夜間過活動膀胱の横断的・縦断的検討 日本睡眠学会第 33 回定期学術集会, 2008/6/25-26, 福島 

48. 駒田陽子, 井上雄一 幼児の睡眠習慣と問題行動についての検討 第 3 回関東睡眠懇話会, 2008/2/2, 東京 

49. 笹井妙子, 駒田陽子, 野村哲志, 井上雄一 不眠と睡眠薬使用が QOL に及ぼす影響 第 3 回関東睡眠懇話会, 2008/2/2, 東京 

 

《著書》 

1. 駒田陽子、井上雄一 「睡眠関連食行動障害」 宮岡等・日野原明（監修）「脳とこころのプライマリ・ケア」 第 5 巻「意識と睡眠」, 印刷中 

2. 駒田陽子 第 7 章「子どもの睡眠生活習慣の改善」 井上雄一・林光緒(編) 「眠気の科学」朝倉書店, pp.134-140, 2011 年 1 月 

3. 駒田陽子、井上雄一 「眠気の主観的評価法」 井上雄一・林光緒(編) 「眠気の科学」 朝倉書店, pp.26-27, 2011 年 1 月 

4. 駒田陽子 睡眠検査学の実際（B.その他の睡眠関連検査. 1.質問紙法） 松浦雅人（編） 睡眠検査学の基礎と臨床 新興医学出版社, 東京, pp.149-155. 2009 

5. 白川修一郎、水野康、駒田陽子 睡眠障害. 白井将文編: 男性更年期障害−その関連領域も含めたアプローチ, 新興医学出版社, 東京, pp.141-144, 2008. 

6. 駒田陽子、小口芳世、井上雄一 睡眠関連食行動障害 臨床睡眠学-睡眠障害の基礎と臨床- 日本臨床社，大阪，pp377-381, 2008. 

 

《シンポジウム》 

1. Inoue Y, Komada Y Accidents risk in sleep disorders. Industrial symposium "Daytime sleepiness and society", chairperson: Inoue Y, Presenter: David F Dinges, Torbjorn G Akerstedt, 

Markku Partinen, Inoue Y, Yves A Dauvillers Worldsleep 2011, 2011/10/17(10:00-12:00), Kyoto International Conference Center 

2. 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会シンポジウム「過眠症とその周辺領域」 座長: 神林崇, 吉田祥, シンポジスト: 笹井妙子, 林田健一, 駒田陽子「行動誘発性睡眠不足症候群の実態

と対応」, 吉田祥, 神林崇 2010/7/2 , 名古屋 

3. 日本睡眠学会第 35 回定期学術集会シンポジウム「小児の睡眠習慣を考える」 座長: 兼板佳孝, 井上雄一, シンポジスト: 福田一彦, 兼板佳孝, 駒田陽子「乳幼児の睡眠-夜間睡眠時間

確保の重要性」, 岡靖哲 2010/7/2, 名古屋 

4. 文部科学省「子供の生活習慣づくり研究フォーラム」 シンポジウム「生活習慣づくりにおける学校・家庭・地域の役割と行政間連携への期待」 陰山英男（「早寝早起き朝ごはん」全国協議

会副会長・立命館大学教育開発推進機構教授）・川島隆太（東北大学加齢医学研究所教授）・黒笹慈幾（小学館コミュニケーション編集局 チーフプロデューサー）・三池輝久（兵庫県立こ

どもの睡眠と発達医療センター長）・コーディネーター：駒田陽子（東京医科大学睡眠学講座講師） 2009/7/31, 国立オリンピック記念青少年総合センター 



 

《競争的資金・助成金等採択状況》 

1. 駒田陽子（代表） 文部科学省 平成 22-25 年度(2010-2013 年度) 科学研究費補助金 若手研究 B「睡眠関連食行動障害の疫学と臨床的特徴に関する研究」 

2. 駒田陽子（分担） 文部科学省 平成 22-25 年度(2010-2013 年度) 科学研究費補助金 基盤研究 C 「眠気による交通事故の発生要因と対策に関する系統的研究」 研究代表者: 井上雄

一 

3. 駒田陽子（分担） 文部科学省 平成 21-23 年度(2009-2011 年度) 科学研究費補助金 基盤研究 B（海外学術調査）「顎顔面形態の人種間比較による日本人睡眠時無呼吸症候群のリス

ク要因解明」 研究代表者: 對木悟 

4. 駒田陽子（分担） 第 26 回（平成 21 年度）(財)明治安田厚生事業団健康医科学研究助成 「睡眠、運動習慣、食生活が交替制勤務に従事する看護師の肥満傾向と生活の質（Quality of 

Life: QOL）に与える影響」 研究代表者: 浅岡章一 

5. 駒田陽子（代表）文部科学省 平成 20 年度「子どもの生活リズム向上のための調査研究」乳幼児期の調査研究 「早寝早起き・豊かな発育を推進する昼寝のとり方に関する研究」 

6. 駒田陽子（連携） 文部科学省 平成 19-20 年度(2007-2008 年度) 科学研究費補助金 基盤研究 C 「閉塞性睡眠時無呼吸症候群における治療後残遺眠気の臨床特性と病態・治療に関

する調査」研究代表者: 林田健一 （課題番号 19591375） 

7. 駒田陽子（代表） 文部科学省 平成 19-20 年度(2007-2008 年度) 科学研究費補助金 若手研究 B 「不眠の精神的・身体的健康度への影響と非薬物療法の適応に関する研究」（課題番

号 19730454） 

 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)    對 木  悟 

《学術論文》 

1. Kobayashi, M., Namba, K., Tsuiki, S., Matsuo, A., Sugiura, T., Inoue, Y. : Differences in clinical characteristics between two subgroups of obstructive sleep apnea syndrome in the elderly- 

comparison between cases with elderly and middle age onset-. Chest 2010: 137; 1310-1315. 

2. Tsuiki, S., Kobayashi, M., Namba, K., Oka, Y., Komada, Y., Kagimura, T., Inoue, Y. : Optimal positive airway pressure predicts oral appliance treatment response to sleep apnoea. Eur Respir J 

2010; 35: 1098-1105 

3. Matsuo, A., Inoue, Y., Tsuiki, S., Enomoto, M., Chiba, H. : Clinical characteristics of familial obstructive sleep apnea syndrome in Japanese. Respirology 2010; 15: 93-98 

4. Asaoka, S., Namba, K., Tsuiki, S., Komada, Y., Inoue, Y. Excessive daytime sleepiness among Japanese public transportation drivers engaged in shift-work. J Occup Environ Med 2010; 52(8): 

813-818. 

5. Komada, Y., Nishida, Y., Namba, K., Tsuiki, S., Abe, T., Inoue, Y. : Motor vehicle accident (MVA) risk factors for drivers with obstructive sleep apnea syndrome (OSAS) in the Tokyo 

metropolitan area. Tohoku Journal of Experimental Medicine 2009; 219: 11-16  

《総説》 

1. 井上雄一, 千葉伸太郎, 對木 悟, 外木守雄, 中田誠一. 座談会 Post CPAP をみすえて. 特集「睡眠時無呼吸症候群―Post CPAP 療法の展開」，睡眠医療, 4(3): 419-430, 2010. 



2. 對木 悟. 口腔内装置治療の今後の展望. 特集「睡眠時無呼吸症候群―Post CPAP 療法の展開」，睡眠医療, (4)3: 372-376, 2010. 

3. 對木 悟. 歯科学の立場から. 特集「睡眠医歯薬学の発展に向けて」, 睡眠医療, 4(2): 245-249, 2010. 

4. 村松 淳, 加藤 元, 對木 悟. 歯科からの睡眠に関するプライマリ・ケアとヘルスプロモーション. 連載「睡眠時無呼吸症候群治療における歯科の役割 第 10 回」, 睡眠医療,4(2): 289-293, 

2010. 

5. 前田恵子, 古畑 升, 井上雄一, 對木 悟. ： 歯列弓と閉塞性睡眠時無呼吸症候群. 連載「睡眠時無呼吸症候群治療における歯科の役割 第 9 回」, 睡眠医療, 4(1): 73-77, 2010. 

6. 對木 悟, 前田恵子, 井上雄一. ： 閉塞型睡眠時無呼吸症候群(OSAS)は予防できるか？ 連載「睡眠時無呼吸症候群治療における歯科の役割 第 8 回」, 睡眠医療, 3(4): 541-545, 

2009. 

7. 對木 悟. ： 口腔内装置の治療原理. 特集：睡眠時無呼吸症候群 研究と治療法の現在. 歯界展望, 114(6): 1208-1210, 2009. 

8. 對木 悟, 前田恵子. ： 閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置治療. 特集：睡眠時無呼吸症候群 up-to-date 2009, Modern Physician, 1208-1210, 2009. 

9. 對木 悟, 前田恵子, 井上雄一. ： Tongue Retaining Device を用いた口腔内装置治療. 連載「睡眠時無呼吸症候群治療における歯科の役割 第 2 回」, 睡眠医療, 3(2): 270-274, 2009. 

10. 對木 悟, 井上雄一. ： 口腔内装置：エビデンスと課題. 連載「睡眠時無呼吸症候群治療における歯科の役割 第 1 回」, 睡眠医療, 3(1): 93-96, 2009.  

《著書》 

1. 對木 悟., 前田恵子, 井上雄一. 口腔内装置. 睡眠呼吸障害 Update2011, 井上雄一・山城義広編著. ライフ・サイエンス: pp188-194, 2011, 2011. 

2. 對木 悟. 口腔内装置による治療. 睡眠時無呼吸症候群−改訂第 2 版−, 本間栄編. 克誠堂出版: pp152-156, 2009. 

3. 對木 悟. セファログラム. その他の睡眠関連検査. 睡眠検査学の基礎と臨床, 松浦雅人編. 新興医学出版社: pp176-179, 2009. 

4. 對木 悟. 不正咬合. 第 III 部 12-4-6, 睡眠学, 本多和樹・福田一彦・塩見利明・内山 真・大川匡子編著. 朝倉書店: pp637-639, 2009. 

 

《競争的資金・助成金採択状況》 

1. 對木 悟 (代表) 日本学術振興会 平成 20 年度(2008 年度) 科学研究費補助金 基盤研究 B(海外学術調査)「顎顔面形態の人種間比較による日本人睡眠時無呼吸症候群のリスク要因

解明とその意義」(課題番号 21406033) 

2. 對木 悟 (代表) 日本学術振興会 平成 20 年度(2008 年度) 科学研究費補助金 基盤研究 C「睡眠時無呼吸症候群に有効な新規治療システムの開発：ランダム化比較試験」(課題番号 

20592422) 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   中 村 真 樹 

《学術論文》 

1. Miyamoto T, Miyamoto M, Iwanami M, Kobayashi M, Nakamura M, Inoue Y, Ando C, Hirata K. : The REM sleep behavior disorder screening questionnaire: Validation study of a Japanese 

version, Sleep Med. 10:1151-1154, 2009 

2. Miyamoto T, Miyamoto M, Iwanami M, Hirata K, Kobayashi M, Nakamura M, Inoue Y. : Olfactory dysfunction in idiopathic REM sleep behavior disorder, Sleep Med. 11: 458-461, 2010 



3. Hanyu H, Inoue Y, Sakurai H, Kanetaka H, Nakamura M, Miyamoto T,Sasai T, Iwamoto T. : Regional cerebral blood flow changes in patients with idiopathic REM sleep behavior disorder. Eur 

J Neurol 18(5):784-788, 2010 

4. Abe T, Inoue Y, Komada Y, Nakamura M, Asaoka S, Kanno M, Shibui K,Hayashida K, Usui A, Takahashi K. : Relation between morningness-eveningness score and depressive symptoms 

among patients with delayed sleep phase syndrome.  Sleep Med. 2011 Jun 11 

5. Takei Y, Komada Y, Namba K, Sasai T, Nakamura M, Sugiura T,Hayashida K, Inoue Y. : Differences in findings of nocturnal polysomnography and multiple sleep latency test between 

narcolepsy and idiopathic hypersomnia. Clin Neurophysiol. 2011 Jun 29 

6. Nakamura M, Kanbayashi T, Sugiura T, Inoue Y : Relationship between clinical characteristics of narcolepsy and CSF orexin-A levels, J Sleep Res, 20(1): 45-49, 2011 

7. Abe T, Inoue Y, Komada Y, Nakamura M, Asaoka S, Kanno M, Shibui K, 

8. Hayashida K, Usui A, Takahashi K.  Relation between morningness-eveningness score and depressive symptoms among patients with delayed sleep phase syndrome.  Sleep Med. 2011 

Jun 11 

9. Takei Y, Komada Y, Namba K, Sasai T, Nakamura M, Sugiura T, 

10. Hayashida K, Inoue Y.  Differences in findings of nocturnal polysomnography and multiple sleep latency test between narcolepsy and idiopathic hypersomnia. Clin Neurophysiol. 2011 Jun 

29 

11. Hanyu H, Inoue Y, Sakurai H, Kanetaka H, Nakamura M, Miyamoto T, 

12. Sasai T, Iwamoto T. Voxel-based magnetic resonance imaging study of structural brain changes in patients with idiopathic REM sleep behavior disorder. Parkinsonism Relat Disord 2011 

Sep 15 [Epub] 

《総説》 

1. 中村真樹、井上雄一：睡眠ポリグラフィ検査.Frontiers in Parkinson Disease, 2(2):96-99, 2009.04 

2. 中村真樹、井上雄一：睡眠障害（睡眠時無呼吸症候群を除く）. モダンフィジシャン, 29(6):858-862, 2009.06 

3. 中村真樹、井上雄一：睡眠時無呼吸症候群と睡眠薬. 精神科治療学, 24(7): 827-833, 2009.07 

4. 中村真樹、井上雄一：不安障害と睡眠. 精神医学, 51(7): 649-657, 2009.07 

5. 中村真樹、井上雄一：むずむず脚症候群の最近の動向. 老年精神医学雑誌，20(増刊号Ⅲ): 133-139, 2009.08 

6. 中村真樹、井上雄一：アジア人でのレストレスレッグス症候群の疫学と臨床的特徴，睡眠医学，睡眠医療，4(1):8-14, 2010.03 

7. 中村真樹、井上雄一：＜新しい疾患概念を作った薬＞レストレスレッグス（むずむず脚）症候群 プラミペキソール，JIM 20(4):282-5, 2010.04 

8. 中村真樹、井上雄一：痛み、痒みによる睡眠障害に対する睡眠薬の使い方， 眠りと医療 3(1):28-33. 2010.09. 

9. 中村真樹，井上雄一：レストレスレッグス症候群 老年精神医学雑誌 21(9):971-80. 2010.09. 

10. 中村真樹，井上雄一：不眠に関する障害 イー・ビー・ナーシング 11(2) 132-135 2011.03. 

11. 中村真樹，井上雄一：Restless legs 症候群―睡眠センターでの問診、検査、識別診断― 標準的神経治療 （印刷中） 

12. 中村真樹, 井上雄一：レストレスレッグス症候群の現状と治療、臨床精神薬理(in press) 

13. 中村真樹, 井上雄一：外来診療のワンポイントアドバイス−むずむず脚症候群−、診断と治療 99(11) (in press) 

14. 中村真樹、井上雄一：睡眠障害の診察法と検査、月刊 Mebio 29(3) (in press) 

15. 中村真樹、井上雄一：わたしの診療手順、臨床精神医学 第 40 巻増刊号 (in press) 

《著書》 



1. 中村真樹, 井上雄一：レム睡眠行動障害. 「睡眠教室−夜の病気たち−」（宮崎総一郎、井上雄一 編著）新興医学出版社, pp.118-122 

2. 作田慶, 中村真樹, 井上雄一：周期性四肢運動障害とレストレスレッグス症候群. 「日常診療で出会う高齢者精神障害のみかた」（松下正明 監修、粟田主一 編著）中外医学社,pp17-23 

3. 中村真樹、井上雄一、ＯＴＣ・サプリメント、不眠の科学 (in press) 

 

《競争的資金・助成金採択状況》 

1. 中村真樹  トラクトグラフィによる過眠症における覚醒維持機能障害の病態解明(研究課題番号：21791161)、若手研究(B)、精神神経科学、2009-2010 年度 

2. 中村真樹  閉塞性睡眠時無呼吸症候群に伴う脳微細構造変化と眠気・認知機能障害の関連（研究課題番号：23791374)、若手研究(B)、精神神経科学、2011-2012 年度 

 

《学会発表》 

1. 中村真樹、神林崇、井上雄一：特発性過眠症とナルコレプシーにおけるオレキシンと HLA-DR2、第 33 回日本睡眠学会、郡山（2008.6） 

2. 中村真樹、井上雄一：MR-DTI/Tractography を用いたナルコレプシーにおける脳微細構造異常の予備的検討、第 4 回関東睡眠懇話会、東京（2009.1） 

3. 中村真樹、杉浦健生、駒田陽子、難波一義、尾崎紀夫、井上雄一：パニック障害における夜間睡眠時パニックの臨床的特徴、第 1 回不安障害学会、東京（2009.3） 

4. 中村真樹、神林崇、井上雄一：ナルコレプシーの臨床症状と髄液オレキシン濃度の関係、第 31 回日本生物学的精神医学会、京都（2009.4） 

5. 中村真樹、杉浦健生、駒田陽子、難波一義、作田慶輔、林田健一、渡邊芽里、井上雄一：夜間睡眠時パニックの臨床的特徴、第 29 回日本精神科診断学会、東京（2009.10） 

6. 中村真樹、大和田理代、松浦雅人、井上雄一：拡散テンソル画像と VBM によるナルコレプシーの大脳白質異常所見、第 34 回日本睡眠学会、大阪（2009.10） 

7. Nakamura M, Kanbayashi T, Inoue Y : Narcolepsy symptoms and CSF orexin-A levels, 3rd Asian Narcolepsy Forum, Osaka (2009.10) 

8. Nakamura M, Sakuta K, Inoue Y: Brain morphometric change in narcolepsy -Diffusion Tensor Imaging and Voxel-based morphometry(VBM) study-, Turkish-Japanese Sleep Forum, 

Izmir(2010.5) 

9. 中村真樹、作田慶輔、林田健一、井上雄一：特発性過眠症における大脳微細構造異常所見、第 35 回日本睡眠学会、名古屋(2010.7） 

10. 中村真樹、作田慶輔、西田慎吾、横山恵子、松浦雅人、井上雄一：ナルコレプシーと特発性過眠症に見られる脳微細構造異常の差異、第 40 回日本臨床神経生理学会、神戸（2010.11） 

11. 中村真樹：生活習慣病と睡眠、第 5 回糖尿病療養看護セミナー、淡路島（2011.1） 

12. 中村真樹：過眠〜なぜ眠いのか？眠気の原因とその対策〜、第 6 回産業職域睡眠セミナー、東京（2011.2） 

13. 中村真樹、西田慎吾、林田健一、井上雄一：ナルコレプシーに認められる REM 関連症状に関わる微細脳構造異常、第 6 回関東睡眠懇話会、東京（2011.2） 

14. Nakamura M, Nishida S, Ueki Y, Hayashida K, Inoue Y. The brain microstractural abnormalities in narcolepsy those cause daytime sleepiness and cataplexy. World Sleep 2011, Kyoto 

(2011.10.17) 

《招待講演・シンポジウム》 

1. 中村真樹、井上雄一：OTC 睡眠補助薬、シンポジウム５睡眠薬の現状と今後の展望、第 20 回日本臨床精神神経薬理学会・第 40 回日本神経精神薬理学会合同年会、仙台（2010.9） 

2. Nakamura M, Inoue Y. The neuroimaging study on narcolepsy -The brain morphological difference between narcolepsy with cataplexy and narcolepsy without cataplexy-. Sleep Research 

Academy in Kyoto 2011, Kyoto (2011.10.17) 



 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   西 田 慎 吾 

《総説》 

1. 西田慎吾，井上雄一：睡眠薬使用時の夜間異常行動について．臨床精神薬理，14(2):227-234 2011． 

2. 西田慎吾，井上雄一：Ⅷ.精神・神経関連症候 1.不眠．綜合臨牀 第 60 巻増刊号 日常診療でよくみる症状・病態‐診断の指針・治療の指針，永井書店，452-457，2011． 

3. 西田慎吾，井上雄一：6．実地臨床でわかる不眠症の種類と診断のコツ．Life style medicine 5 (1)，先端医学社，26-32，2011． 

4. 西田慎吾，井上雄一：睡眠医療の最前線‐広まりつつある睡眠医療の重要性 代表的な成人の睡眠障害の診断と治療法 不眠症．カレントテラピー，29(9):820-825，2011． 

5. 西田慎吾：不眠症への対応について．Stress＆Health Care 2011 年冬号，1-2，2011． 

6. 西田慎吾，井上雄一： 高齢者の睡眠障害の臨床．老年精神医学雑誌，21(9)：950-956，2010． 

《著書》 

1. 西田慎吾：2.生活習慣病と睡眠障害．睡眠教室‐夜の病気たち，新興医学出版社，42-48，2011． 

2. 西田慎吾，井上雄一：Ⅲ.睡眠薬(睡眠障害改善薬)の使い方 7) 副作用を知っておくと名医になれる (2) 奇異反応、異常行動．中外医学社（in press），2011． 

3. 西田慎吾：睡眠時驚愕症．現代精神医学事典，弘文堂，548，2011． 

 

《学会発表》 

1. 西田慎吾，中村真樹，植木洋一郎，菅野芽里，林田健一，井上雄一：メラトニン受容体アゴニスト ramelteon の睡眠相後退症候群（DSPS）における有効性の検討．第 36 回日本睡眠学会，

京都 2011.10.15-16 

2. 西田慎吾：メラトニン受容体アゴニスト ramelteon（ロゼレム?）の睡眠相後退症候群（DSPS）患者に対する有効性の研究．第 1 回ラメルテオン錠治療研究会，東京 2011/8/07 

3. 小林美奈，難波一義，西田慎吾，中村真樹，井上雄一：レストレスレッグス症候群（RLS）患者の周期性四肢運動（PLM）日差変動測定における簡易計測装置（PAM-RL）の有用性．第 36

回日本睡眠学会，京都 2011.10.15-16 

4. Isa Okajima, Kenichi Hyashida, Masaki Nakamura, Meri Kanno, Akira Usui, Shingo Nishida, Shun Nakajima, Yuichi Inoue：The effects of cognitivebehavioral therapy on patients with 

pharmacological treatment-resistant insomnia.Worldsleep 2011,Kyoto 2011.10.16-20 

5. Nakamura M, Nishida S, Ueki Y, Hayashida K, Inoue Y.：The brain microstractural abnormalities in narcolepsy those cause daytime sleepiness and cataplexy. Worldsleep 2011,Kyoto 

2011.10.16-20 

6. 駒田陽子，井上雄一，中村真樹，菅野芽里，西田慎吾，林田健一，植木洋一郎：睡眠関連食行動障害の臨床的特徴．不眠研究会第 26 回研究発表会 ，東京 2010.12.04 

7. 中村真樹，西田慎吾，作田慶輔，横山恵子，松浦雅人，井上雄一：ナルコレプシーと特発性過眠症に見られた脳微細構造異常の差異．第 40 回日本臨床神経生理学会，神戸 2010.10.02 



 

 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   岡 島  義 

《学術論文》 

1. Essau, C. A., Ishikawa, S., Sasagawa, S., Sato, H., Okajima, I., Otsui, K., Georgiou, G. A., O'Callahan, J., & Michie, F. (in press). Anxiety symptoms among adolescents in Japan and England: 

Their relationship with self-construals and social support. Depression and Anxiety. 

2. 岡島 義・金井嘉宏・福原佑佳子・岡島純子（印刷中）．小中学生における社会不安障害の認知行動モデルの構築とサブタイプの検討 カウンセリング研究． 

3. Okajima, I., Komada, Y., Nomura, T., Nakashima, K., & Inoue, Y. (In press). Insomnia as a risk for depression: A longitudinal epidemiological study on a Japanese rural cohort. Journal of Clinical 

Psychiatry. 

4. 高垣耕企・岡島 義・国里愛彦・中島 俊・秋田久美・金井嘉宏・石川信一・坂野雄二（印刷中）．The Cognitive-Behavioral Avoidance Scale（CBAS）日本語版の作成 精神科診断学． 

5. 国里愛彦・高垣耕企・岡島 義・中島 俊・石川信一・金井嘉宏・岡本泰昌・坂野雄二・山脇成人（2011）．日本語版 Environmental Reward Observation Scale（EROS）の作成と信頼性・妥当

性の検討 行動療法研究，37（1），21-31． 

6. Okajima, I., Komada, Y., & Inoue, Y. (2011). A meta-analysis on the treatment effectiveness of cognitive behavioral therapy for primary insomnia. Sleep and Biological Rhythms, 9 (1), 24-34. 

7. Komada, Y., Nomura, T., Kusumi, M., Nakashima, K., Okajima, I., Sasai, T., & Inoue, Y. (2011). The relationship among insomnia symptoms, sleep medication use, and depressive symptoms. 

Psychiatry and Clinical Neurosciences, 65, 20-29. 

8. 岡島 義・井上雄一（2010）．睡眠薬を長期服用している慢性不眠症患者に対する認知行動療法の効果 行動療法研究，36(3)，195-203． 

9. 樋町美華・岡島 義・大澤香織・羽白 誠・坂野雄二（2010）．痒みに対する不安が掻破行動を介して健康関連 QOL に及ぼす影響―健常学生と成人型アトピー性皮膚炎患者の比較― 心

身医学，50，387-395． 

10. 髙橋高人・岡島 義・坂野雄二（2010）．中学生における不安と抑うつ，そしてその双方が高い児童の社会的スキルの特徴 児童青年精神医学とその近接領域，51，1-9． 

11. 髙橋高人，松岡紘史，岡島 義，樋町美華，古川洋和，山内 剛，坂野雄二 (2009) ： 医療現場における身体疾患をもつ患者へのストレスマネジメントの有効性―メタ分析による検討―．

ストレス科学 24: 215-227. 

12. 岡島 義，井上雄一 (2009) ： 睡眠薬治療中にも不眠症状が持続する 2 症例に対する認知行動療法．不眠研究: 81-85． 

13. 岡島 義，福原佑佳子，山田幸恵，坂野雄二，La Greca, A M.(2009) : Social Anxiety Scale for Children-Revised（SASC-R）と Social Anxiety Scale for Adolescents（SAS-A）日本語版の作

成．児童青年精神医学とその近接領域 50: 457-468. 

14. 樋町美華，岡島 義，羽白 誠，坂野雄二 (2009)： 成人型アトピー性皮膚炎患者の痒みに対する不安の研究―構造方程式モデリングを用いて―．心身医学 49: 1111-1118. 

15. Okajima, I., Kanai, Y., Chen, J., Sakano, Y. (2009) : Effects of safety behaviour on the maintenance of anxiety and negative belief social anxiety disorder. International Journal of Social 

Psychiatry 55(1): 71-81. 

《総説》 

1. 岡島 義, 福田一彦（2010）．心理臨床と睡眠マネージメント（特集：現在社会における睡眠障害―広がる睡眠医療―） Progress in Medicine, 30, 1623-1627. 

2. 岡島 義，井上雄一(2009)． 慢性不眠症に対する認知行動療法の歴史と現状 睡眠医療 3: 529-534. 



 

《競争的資金・助成金採択状況》 

1. 岡島 義 科学研究費補助金・若手研究（Ｂ）研究課題名：不眠症の再発予防を目的とした認知行動療法の効果検討 （課題番号 22730574） 平成 22-24 年度 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   笹 井 妙 子 

《学術論文》 

1. Sasai T, Inoue Y, Matsuura M.:Do patients with rapid eye movement sleep behavior disorder have a disease-specific personality?Paikinsonism Related Disord, 査読有, (in press) 

2. Sasai T, Miyamoto M, Iwanami M, Abe T, Matsuura M, Inoue Y.:Impaired decision-making in idiopathic REM sleep behavior disorder.Sleep Med, 査読有, (in press) 

3. Abe T, Nonomura T, Komada Y, Asaoka S, Sasai T, Ueno A, Inoue Y.:Detecting deteriorated vigilance using percentage of eyelid closure time during behavioral maintenance of wakefulness 

tests.Int J Psychophysiol, 査読有, (in press) 

4. Hanyu H, Inoue Y, Sakurai H, Kanetaka H, Nakamura M, Miyamoto T, Sasai T, Iwamoto T.:Voxel-based magnetic resonance imaging study of structural brain changes in patients with 

idiopathic REM sleep behavior disorder.Parkinsonism Relat Disord, 査読有, (in press) 

5. Takei Y, Komada Y, Namba K, Sasai T , Nakamura M, Sugiura T, Hayashida K, Inoue Y.:Differences in the findings of nocturnal polysomnography and multiple sleep latency test between 

narcolepsy and idiopathic hypersomnia.Clin Neurophysiol, 査読有, (in press) 

6. Nomura T, Inoue Y, H?gl B, Uemura Y, Yasui K, Sasai T, Namba K, Nakashima K.:Comparison of the clinical features of rapid eye movement sleep behavior disorder in patients with 

Parkinson's disease and multiple system atrophy.Psychiatry Clin Neurosci, 査読有, 65(3):264-71. 2011. 

7. Sasai T, Inoue Y, Matsuura M.:Clinical significance of periodic leg movements during sleep in rapid eye movement sleep behavior disorder.J Neurol, 査読有, (in press) 

8. Hanyu H, Inoue Y, Sakurai H, Kanetaka H, Nakamura M, Miyamoto T, Sasai T, Iwamoto T.:Regional cerebral blood flow changes in patients with idiopathic REM sleep behavior disorder.Eur 

J Neurol, 査読有, 18(5):784-8. 2011. 

9. Komada Y, Nomura T, Kusumi M, Nakashima K, Okajima I, Sasai T, Inoue Y.:The relationship among insomnia symptoms, sleep medication use, and depressive symptoms.Psychiatry Clin 

Neurosci, 査読有, 65(1):20-9. 2011. 

10. Sasai T, Inoue Y, Matsuo A, Matsuura M, Matsushima E.:Changes in respiratory disorder parameters during the night in OSA.Respirology, 査読有, 16(1):116-23. 2011. 

11. Sasai T, Inoue Y, Komada Y, Nomura T, Matsuura M, Matsushima E.:Effects of insomnia and sleep medication on health-related quality of life. Sleep Med, 査読有, 11. 452-7. 2010. 

12. Sasai T, Inoue Y, Komada Y, Sugiura T, Matsushima E.:Comparison of clinical characteristics among narcolepsy with and without cataplexy and idiopathic hypersomnia without long sleep 

time, focusing on HLA-DRB1*1501/DQB1*0602 finding.Sleep Med, 査読有, 10. 961-6. 2009. 

《総説》 

1. 笹井妙子，井上雄一：客観的眠気評価法―反復睡眠潜時検査(Multiple Sleep Latency Test: MSLT)と覚醒維持検査(Maintenance of Wakefulness Test: MWT)，臨床神経生理学, 39, 

155-16, 2011. 

2. 笹井妙子，井上雄一：REM 睡眠行動障害の REM 睡眠パラメータの判定法をめぐって，睡眠医療, 4, 63-71, 2010. 



3. 笹井妙子，井上雄一：レム睡眠行動障害の診断と治療，老年医学, 48(6), 751-757, 2010. 

《著書》 

1. 笹井妙子 レム睡眠行動障害（REM sleep behavior disorder: RBD） 現代精神医学事典, 弘文堂, 印刷中 

2. 笹井妙子，井上雄一：MSLT の施行・判定法と臨床応用 睡眠検査学の基礎と臨床 松浦雅人編 (株)新興医学出版社 pp161-165, 2009.8 

《招待講演・シンポジウム》 

1. 笹井妙子，井上雄一 日本睡眠学会シンポジウム「過眠症とその周辺領域」 名古屋, 2010/7/2 (9:00-10:30) 

2. 笹井妙子 東京都臨床検査技師会 睡眠検査講習会 「睡眠時無呼吸の簡易検査と PSG 検査の実際」 東京, 2010/3/13 (13:00-14:30) 

3. Sasai T World Association of Sleep Medecine 'Christian Guillmenault Award' Award Winner Symposium "Comparison of clinical characteristics among narcolepsy with and without cataplexy 

and idiopathic hypersomnia without long sleep time, focusing on HLA-DRB1*1501/DQB1*0602 finding" ブラジル, 2009/11/8 (10:00-11:30) 

4. Sasai T 3rd Asia narcolepsy forum "Comparison of clinical characteristics among narcolepsy with and without cataplexy and idiopathic hypersomnia without long sleep time, focusing on 

HLA-DRB1*1501/DQB1*0602 finding" 大阪, 2009/10/25 (19:00-21:00) 

 

 

 

研究業績 (2008 年以降)   前 田 恵 子 

《学術論文》 

1. Tsuiki S, Isono S, Minamino O, Maeda K, Kobayashi M, Sasai T, Takahashi Y, Inoue Y. Tongue position controller as an alternative treatment for obstructive sleep apnea. Sleep Breath. 2011 

(in press) 

2. Tsuiki S, Shiga T, Maeda K, Matsuzaki-Stromberger R, Inoue Y. A dentist's role: prevention of snoring at temporary refuges for victims of the East Japan earthquake and the Fukushima 

Daiichi Nuclear Power Plant accident on March 11, 2011. Sleep Breath. (in press) 

3. Maeda K, Tsuiki S, Isono S, Namba K, Kobayashi M, Inoue Y. Difference in dental arch size between obese and non-obese patients with obstructive sleep apnoea. J Oral Rehabil. 2011 (in 

press) 

《総説》 

1. 大河原陽子, 對木悟, 前田恵子, 井上雄一. 夫は、横向きに寝ると静かなのですが、仰向けだと相変わらずいびきがうるさく、呼吸も頻繁に止まります。どのような治療が良いのでしょう

か？ 睡眠医療 2011 （印刷中） 

2. 前田恵子, 對木悟, 福田竜弥, 井上雄一. 睡眠時無呼吸症候群治療における口腔内装置の治療成功率は？ 睡眠医療 2011; 5: 358-360 

3. 對木悟, 前田恵子, 井上雄一. 口腔内装置. 睡眠時呼吸障害の治療. 睡眠時呼吸障害 Update2010 2010; 井上雄一・山城義広編著. ライフ・サイエンス, 東京. 

4. 對木悟, 前田恵子, 井上雄一. 睡眠専門歯科外来における睡眠時無呼吸症患者実態調査. 睡眠医療 2010; 4: 440 

5. 前田恵子, 古畑升, 井上雄一, 對木悟. 歯列弓と閉塞性睡眠時無呼吸症候群. 睡眠医療 2010; 4: 73-77 



6. 對木悟, 前田恵子, 井上雄一, 川畑直嗣. 義歯を装着して寝た方が, 睡眠時無呼吸は起こりにくいのでしょうか? 睡眠医療 2009; 3: 564-565 

7. 對木悟, 前田恵子, 井上雄一. 閉塞型睡眠時無呼吸症候群(OSAS)は予防できるか? 睡眠医療 2009; 3: 541-545 

8. 對木悟, 前田恵子. Tongue retaining device を用いた口腔内装置治療. 睡眠医療 2009; 3: 270-274 

9. 對木悟, 前田恵子. 閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置治療. Modern Physician 2009; 29: 1208-1210 

《招待講演・シンポジウム》 

1. 前田恵子 肥満と歯列弓が睡眠時無呼吸症候群に及ぼす影響 第 3 回睡眠歯科医学基礎講座「歯列と睡眠時無呼吸症候群」に関するシンポジウム 2011.5.29 東京 

2.  

3.  

4.  

 


